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低温環境に於ける染色鰻突然愛異特

芳賀 姦柑

染色樟の突然護異はp 染色瞳の切断とそれにとも主主ふ合着によって起る.との鑓化Zと誘謹ずる

要因として， X繰，ラデウム等の照射が最も著しい殻果をもっととは霊験的に明らかにされてゐ

る.併しp 自然に於げる染色瞳突然襲異の要因として，自然放射の量はあまりにも微弱であると

とが，賓験に工りまた理論的計算によっても明らかにされてゐる (Gi1e1940，その他).白怒環

境に於いて切断と合着を誘起する要因は今のところ全く不明で、あるがp 切断は高温 (Sax1937， 

Swanson 1940)或はコルヒチン等の化理薬品 (Eigusti1940)の影響に上ってその頻度を増L，

また遺惇子型P 倍動佳の程度等によってその頻度を異にする(Gi1e，1940，1941， Sax 1937，その

他).ムラサキツユクサ (Trαdescαntiaspp.)の或る雑種の第二代目植物の花粉粒接第一分裂

に見られた自然切断の頻度は個曜に上り 0.07-0.33%の建化1を示すととか知らかてゐる (Gile

1940).きたに， Nawa吾ehin(1933)に上って鷲見された加齢 (aging，A1tern)の現象を紹介し

ておく必要がある.との現象はp 数年間貯賦された古い種子から護芽した植物に多くの染色糧費

異が現れるととを指ナもので，その後新しい種子でも高温多揺の環境に曝すことに上って加齢と

同じ殻果を得られるととか明らかにされた (Peto1933， 1935， Schkwarnikow und Nawaschin 

1934， Kirnossowa 1936， Schkwarnikow 1936).カ日齢または高温多議の環境に上って誘穫する

染色躍慶異の原因についても p 現在は未だ‘主任生理機作に於げる或る異常に基くと漠然とした想像

がたされてゐるにナぎたい.

t毘吏に闘しては逆説的で詰うるか，低い温度

環境に上って花粉粒の核分裂を抑制L，花粉

粒接を加齢した主主らばどの様注現象がみられ

るであらうか.この問題1にィラいての筆者の小

貫験の結果をーつの資料としてと Lに報告し

ようと思ふ.減数分裂を了へ若いー接の花粉
第 1-2園無慮裂の植物に於ける花粉粒
核の正常分裂 1: 中期. 2:後期.

手立をもっオホパナノヱジレイサウ (1'?ill灼m Iil¥殴カルミン. 580 倍

kαmtschαticum， n=5)を， 3月初日から 6月 30日まで温度がほど 00士10Cの冷室に保
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存した.との温度では花粉粒核の分裂は起らたい.自主主では開花の時期を了へた6月30日に，

， 230C前後の賢験室にとり出した材料は1乃至2日後iて核分裂を開始した.多くの個曜の核分裂

は正常であったがp その中の 3個置に著しい染色瞳の切断と合着が見出された(第3-6園).到

底rrと合着がp 花粉粒設の休止期乃至前期に起ったととはさ欠の統計に上って明かでるらう.

との統計はそれぞれ100個の花粉粒を用ひたものでるる(第1表). 

第 1表花粉粒核第一分裂の前と後に於

ける多核花粉粒の頻度

時 期 l正常的鐙
」一一一一寸

f~核 100
第 1分裂前{多核 o

i第1分裂後(zzlT 

異常f同捜

100 
o 

8 
92 

第 3-f:i周到原陸をもつもむは黒しそれを
もたない断片は白〈描いてるる.

3: 中期.こつの部分交換型の主主化が起
ってゐる.その中で中央左寄Dのもの

は一つの断片か他の介在部に丁字型月
斡座してゐる場合である.

4: 後期.短い業干しい丞uの染色絵が見ら
れる.中央下寄りに非常に短い腕とか

なり長い腕とを自由部分とする橋が作

られてゐる.
5: 後期.三つの臭った型の橋が見られ
る.

6: 後期.甚しい切断の一例.中央下寄
日に“〈びれ"Iilllち動原穫をこつもつ
環欣染色鶴が認占うられる.
酷酸カ Yレミン， 530 倍

即ち分裂前のー接の花粉粒ではE常及び異常のい

づれの{同盟でもその花粉粒に染色瞳の断片或は過一

剰小核Zと含むととが注い.それに反L，異常佃曜の

分裂後の花粉粒では過剰小核を含む頻度が 96%に

も達してゐる.とれ等のrF核の大部分はp 中期後期、

に観察された断片によって形成されたもので・ある.

構造費化はp 染色曜を.'位とするものと染

色分瞳を単位とするものとが同時に起ってゐ

る(第3園入後期にみられる形像の多くが非

封稿的でるるととはp 染色分訟を単位とする

質化'1)'，多いことを示唆する.箆化の積類を分

析することはとの場合不可能でるるがp 部分

交換その他の慶化が起ってゐるととは確でる

る (第3圃).その結果としてP この植物に

は泣かった新しい型の染色躍がみられp また

多数の断片と共に橋が形成される(第 4-6

、園).切断の頻度を計算するとともこの場合

間難であるがp 前に引例としたムラサキツユ

グサの雑種に見られた場合とは比較に主主らな

い程高い頻安であるととは一見して了解され

上う.との様注著しい切断にもかLはらすτ動

原障は中期に5個，後期には穂計 10佃算へ

られる(第3-6園).との事買はp との襲化

に封し動原躍は極めて安定であるととを物語

るもので， X椋に上る賢験結果と上〈一致ナ

る〈松浦p 芳賀p 未瑳表)・
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さてP と~¥1:.見られた著しい切断は何¥1:.上って引き起されたで、るらうか.勿論，他の揚合l乞於

けると同様に，;Cの背後にひそむ原因的機構は星空ζ不明であるが，きたの三つり事項はまづ考慮さ

るべきものであらう.(1)ほ立 OOCの環境から直接に 230Cの環境に移したための温度衝撃，

(2)低い温度で長く分裂を抑制したととによる何等かの内的費イι(3)その他の不明友要因.

ぞれ等の諸賄については今後の追試によって解明される機舎があるであらう.

この賞験は極めて断片的左ものにすぎといがy 降霜等による低温環境が染色瞳慶異を起す、であ

らうといふ Bel1ing(1925)以来の惇詩的惜測にーづの手がかりを輿へる様に思はれる.
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